
8広報ひの

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
に

関
す
る
年
金
相
談

　　

社
会
保
険
庁
で
は
、
年
金
の
加

入
記
録
を
記
載
し
た
「
ね
ん
き
ん

特
別
便
」
を
、
新
た
に
記
録
が
結

び
つ
く
と
思
わ
れ
る
受
給
者
お
よ

び
加
入
者
の
皆
さ
ん
か
ら
順
次
郵

送
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
鳥
取
社
会
保

険
事
務
局
の
職
員
が
年
金
相
談
所

を
開
き
ま
す
。

　

相
談
の
際
は
、
年
金
手
帳
ま
た

は
年
金
証
書
な
ど
、
年
金
番
号
が

確
認
で
き
る
書
類
と
「
ね
ん
き
ん

特
別
便
」
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
代
理
人
に
よ
る
相
談
の
場

合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

日　

時　

３
月　

日
（
月
）

３１

　
　
　
　

午
前　

時
～
午
後
３
時

１０

会　

場　

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

鳥
取
社
会
保
険
事
務
局

年
金
課
（
０
８
５
７
‐　

‐
１
１

３９

７
４
）

土
地
価
格
等
･
家
屋
価
格
等
縦

覧
簿
の
縦
覧
と

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

●
土
地
価
格
等
・
家
屋
価
格
等
縦

覧
簿
の
縦
覧

期
間　

４
月
１
日
～
５
月　

日
３１

時
間　

平
日
の
午
前
８
時　

分
～

３０

午
後
５
時　

分
ま
で

３０

場
所　

役
場
住
民
課

閲
覧
で
き
る
人　

土
地
、
家
屋
の

納
税
義
務
者

●
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

期
間　

４
月
１
日
か
ら
、
平
日
の

午
前
８
時　

分
～
午
後
５
時　

分

３０

３０

ま
で

場
所　

役
場
住
民
課

閲
覧
で
き
る
人　

固
定
資
産
税
の

納
税
義
務
者
（
本
人
の
台
帳
閲
覧
）、

借
地
人
、
借
家
人
（
借
り
て
い
る

物
件
の
台
帳
閲
覧
）

問
合
せ　

役
場
住
民
課
評
価
係

　
　
　
　
（
電
話　

‐
０
３
３
３
）

７２

国
税
専
門
官
を
募
集

　　

国
税
庁
で
は
、
国
税
専
門
官
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

受
験
資
格　

①
昭
和　

年
４
月
２

５４

日
～
昭
和　

年
４
月
１
日
生
ま
れ

６２

の
人
②
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降

６２

生
ま
れ
の
人
で
、（
１
）
大
学
を
卒

業
し
た
人
、
平
成　

年
３
月
ま
で

２１

に
大
学
卒
業
見
込
み
の
人
。（
２
）

人
事
院
が
（
１
）
に
掲
げ
る
人
と

同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

採
用
予
定
数　

約
１
２
０
０
人

試
験
の
程
度　

大
学
卒
業
程
度

受
験
受
付
期
間　

４
月
１
日
（
火
）

か
ら
４
月　

日
（
月
）
ま
で

１４

受
験
申
込
先　

広
島
国
税
局

●
第
１
次
試
験　

６
月　

日
（
日
）

１５

試
験
地　

松
江
市
、
岡
山
市
、
広

島
市
▼
試
験
科
目
＝
教
養
試
験

（
多
枝
選
択
式
）、
専
門
試
験
（
多

枝
選
択
式
、
記
述
式
）
▼
第
１
次

試
験
合
格
発
表
＝
７
月
８
日

●
第
２
次
試
験　

７
月　

日
（
月
）

２８

か
ら　

日
（
木
）
の
う
ち
指
定
す

３１

る
日
▼
試
験
地
＝
広
島
市
▼
試
験

科
目
＝
人
物
試
験
、
身
体
検
査
▼

最
終
合
格
発
表
日
＝
８
月　

日
２９

受
験
申
込
書
及
び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
請
求
、
問
合
せ　

広
島
国
税
局

人
事
第
二
課
試
験
研
修
係
（
電
話

０
８
２
‐
２
２
１
‐
９
２
１
１
）、

ま
た
は
米
子
税
務
署
総
務
課
（
電

話
０
８
５
９
‐　

‐
４
１
２
１
）

３２

  
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集

 　

平
成　

年
度
の
自
衛
官
採
用
試

２０

験
が
行
わ
れ
ま
す
。

受
験
資
格　

大
学
卒
業
程
度
の
学

力
を
有
す
る
男
女
で
、
平
成　

年
２１

４
月
１
日
現
在
、　

歳
以
上　

歳

２２

２６

未
満
の
人

受
付
期
間　

４
月
１
日
（
火
）
～

５
月　

日
（
月
）

１２

試
験
日
等　

▼
１
次
試
験
（
筆
記

試
験
等
）
＝
５
月　

日
（
土
）

１７

▼
２
次
試
験
（
口
述
・
身
体
検
査

等
）
＝
６
月
中
旬

入
隊　

平
成　

年
４
月
１
日

２１

身
分
・
待
遇　

特
別
職
国
家
公
務

員
▼
給
与
＝
月
額　

万
３
０
０
円

２１

（
平
成　

年
４
月
１
日
現
在
）
▼

１９

賞
与
＝
期
末
勤
勉
手
当
（
ボ
ー
ナ

ス
）
年
２
回
▼
昇
給
＝
年
１
回
▼

勤
務
や
職
種
に
応
じ
た
各
種
手
当

や
保
険
、
年
金
制
度
も
充
実

問
合
せ　

自
衛
隊
米
子
地
域
事
務

所
（
電
話
０
８
５
９
‐　

‐
２
４

３３

４
０
）

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
募
集

 　

総
務
省
で
は
、
よ
り
よ
い
電
気

通
信
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
、
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
の
内
容　

①
総
務
省
が

行
う
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
回
答

（
全
員
）
②
各
地
域
で
総
務
省
が

開
く
モ
ニ
タ
ー
会
議
（
年
１
回
開

催
予
定
）
へ
の
出
席
（
別
途
出
席

を
お
願
い
す
る
人
の
み
）

募
集
期
間　

４
月
４
日
（
金
）
ま
で

募
集
人
員　

中
国
地
方
で
１
０
０
人

応
募
資
格　

電
話
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
の
電
気
通
信
サ
ー
ビ

ス
に
関
心
が
あ
る
満　

歳
以
上
の

２０

人
で
、
モ
ニ
タ
ー
活
動
を
行
う
こ

と
が
可
能
な
人
（
総
務
省
や
電
気

通
信
事
業
者
に
勤
務
経
験
が
あ
る

人
や
そ
の
家
族
を
除
く
）

委
嘱
期
間　

平
成　

年
６
月
１
日

２０

～
平
成　

年
３
月　

日

２１

３１

応
募
方
法　

は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
に
、
①
住

所
②
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
③
電
話

番
号
④
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
⑤
年

齢
、
性
別
、
職
業
⑥
応
募
の
動
機

⑦
募
集
を
知
っ
た
媒
体
を
記
入
の

う
え
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

謝
金　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
協
力

い
た
だ
い
た
人
、
モ
ニ
タ
ー
会
議

に
出
席
い
た
だ
い
た
人
に
別
途
謝

金
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

選
考
結
果　

選
定
の
結
果
、
採
用

す
る
人
に
は
、
５
月
末
ま
で
に
通

知
し
ま
す
。
採
用
さ
れ
な
か
っ
た

人
に
は
通
知
し
ま
せ
ん
。

問
合
せ
・
応
募
先　

中
国
総
合
通

信
局
電
気
通
信
事
業
課
（
電
話
０

８
２
‐
２
２
２
‐
３
３
７
７
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
０
８
２
‐
５
０
２
‐
８
１
５
２
）

E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

chugoku-monitor@rbt.soumu.go.jp

西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

入
札
制
度
改
革
に
つ
い
て

　

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組

合
で
は
、
平
成　

年
度
の
予
算
執

２０

行
に
か
か
る
入
札
か
ら
、
従
来
の

方
法
を
改
め
、
全
て
参
加
希
望
型

の
方
法
に
よ
る
こ
と
と
し
ま
す
。

入
札
方
法
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
組
合
総
務
課
（
電
話
０
８
５

９
‐　

‐
７
７
２
２
）
ま
で
お
問

２２

合
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp:www.tottori-seibukoi
ki.jp/

）
に
、
順
次
情
報
を
掲
載

す
る
予
定
で
す
。



　

今
年
度
、
町
内
の
各
小
中
学
校

で
は
、「
人
権
の
花
運
動
」
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
は
、
子
ど
も
た
ち
が

協
力
し
て
花
を
栽
培
し
、
成
長
を

観
察
し
な
が
ら
命
の
大
切
さ
や
思

い
や
り
の
心
を
育
て
、
次
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
人
権
意
識
を
養

成
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
や
パ
ン
ジ
ー
、
ベ
ゴ
ニ
ア
な
ど
、

四
季
の
花
々
の
苗
や
球
根
を
植
え

付
け
、
年
間
通
じ
て
水
や
り
、
除

草
な
ど
の
世
話
を
続
け
て
見
事
な

花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。
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命
の
大
切
さ
、

思
い
や
り
の
心
を
育
む

 

▼
人
権
の
花
運
動

みんなの心に人権の種をまこう

人権のまち  ひの０１

友だちと楽しく作業（根雨小学校）

玄関が花いっぱいの花壇に（黒坂小学校）

色
と
り
ど
り
の
花
で
明
る
い
心
を
（
黒
坂
小
学
校
）

イメージキャラクター「人ＫＥＮまもる君」（中央）と（日野中学校）

咲き終わった花からは種を収穫（根雨小学校）


